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P(i,t) (i- 1,2,-･) (1)
を導入する｡ tは時刻, iは可算個の状態のうちの一つを示すものとする｡ 時刻t-0
で任意の初期状態が与えられた時,次式
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(6)に従 う見本過程がェルゴー ド過程でないことを保証している｡ 観測される見本過
程は非定常である｡
非線型確率過程での見本過程がェルゴー ド過程でなく,非定常となることは･一般的に
証明される｡3)その場合, (4)式で定義された指数 αは α- 1,あるいは,0くαく1
であると予測されている｡一方,線型確率過程の場合は α-2となり,3) o<α≦ 1
を満足していないから,そこでの見本過程はエルゴ- ド過程となり得ることがある｡
非エルゴー ド性と観測の問題 :非線型確率過程は観測量に関してエルゴ- ド的になり
得ないが,適当に選ばれた測度4)に関してはエルゴ- ド的であることが知られている｡
しかし,非線型非平衡系での考察対象が観測事実であることを鑑みれば,直接観測の対
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